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春期男子 (来談当時高校 1年;A)との白i接を経験 した。Aは、ひきこもりの最中、 L述した青








X年9月、当時高校 1年生のAは筆者が関わつていた相談室に母 と来室 した。精神科医の診察
の後、不登校 とのことで筆者に依頼があった。











た (ボス格の生徒と親 しくなる)し 以降学校適応良好で、なんら問題なかった。ところが、小6時、
再度父の転勤に伴い、都市部の大規模校へ転校 となった。前の小学校が楽 しかった分、なかなか
馴染めなかったらしい。 しか し、明るく振る舞い、しっか りしていることから信任を得、多くの
友人ができた。そ して地元の中学校に入学 した。








だけでダメ人間のようなレッテルをはる先生ばか り」等)を繰 り返 した。また日課は、午前中 1





は、決まって「どこに行くの ?」 「いつ頃帰るの ?」 としつこく聞いていた。また本人が大切にし
ている電化製品をさわる前は必、ず手を洗 う、ベ ッドに入る前は2時間近く入浴する等の強迫症状
も出現 していた。
しかし、Aとの面接ではありきた りな通 リー遍の 日常報告 と学校批判が繰 り返された。
このようにして半年間が経過 した。相変わらずおきまりの 日課を送っていた。新年度、学校側
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感 じるなどの逆転移感情をもつた。 しかし直接言葉 として取 り上げることはせず、Aの言動の背
後にある劣等感や無気力感、そこから脱出できない焦 りや不安として、筆者のA理解に役立てた。
本来なら3年生になる新年度 (X+2年3月)、 ついに退学となった。それに先立ち、母親 と連
れだって学年主任及び校長 らとの面談に出かけた。学校に近づくと顔面蒼白となリガタガタ震え、
学生服のボタンを引きちぎったらしい。また、玄関で偶然同級生と出会ったが、帰宅後、「あいつ
が俺を馬鹿にしたような目で見た」と訴えた。 日常は平然 として淡々と生活 していたが、そのギ
ャップに母親は驚いたとのことであった。
面接場面での筆者からの 「退学後は ?」 との問いに 「大検を受ける」との淡々とした返答であ
った。しかし、いつもと異なって殊勝な表情のAは「実は、僕は今まで全く勉強 していなかった。













予想を超えて、大半の教科をクリアー したことに対 して素直に喜ぶと同時に 「自信になった」と
語った。その際、同じように高校を中退 し、フリーターをしながら大検を目指す3歳年上の男性
Bと知 り合いになった。
















が学業不適応の温床 となるとの印象を持ってきた。 しかtD l週間も欠席すれば日々の授業につい













親からの分離・自立とい う発達課題を達成するには非常に困難な境遇 となって しまった。Blos,P。
(1962)、皆川 (1980)の指摘する幼児的対象関係への しがみつき、強迫行動、万能感的な自己像









衛活動では守 りきれない脆弱な自己を 「ひきこもる」とい う行動で安定させるのである。 ここに









を父母代理 としての側面よりも発達促進的な新 しい対象で、年長の良い先輩 (お兄さん・お姉 さ
ん)的存在 としている。また、一般的な面接場面では、治療者がこの役害1を担 う可能性が高いと
述べている。 さらに小此木 (1976)は、New Objectを、父母離れを促進 し、父母 とは異なった親
密 さ、依存、同一化を共にしうる対象 としている。
Aの場合、治療者である筆者ではなく、Aと非常に共通点の多いBに親密感をもち、彼 とのつ





え社会復帰 していった 一事例を報告 した。
不本意入学は高校適応を困難にし、一時的な学校欠席を引き起こしやすい。そ して、学校欠席
が学業への遅れにつなが り、特に進学校の場合それが自己価値の低下や 自己愛の傷つきを招き、
長期にわたる欠席と結びつきやす くなることが示唆 された。また、青春期 という発達段階を考慮
すると、不登校そのものが親からの分離・自立を困難にし、ひきこもりをはじめとしたさまざま
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